
今
年
も
東
京
北
見
会
が
主
催

す
る
「
令
和
屯
田
兵
ツ
ア
ー
」

に
参
加
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
北
見
市
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
と
の
交
流

を
深
め
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
す
。

五
月
十
六
日
、
羽
田
空
港
を

出
発
し
、
北
見
市
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
到
着
後
、
北
海
道
立

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
地
域
食
品
加
工

技
術
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
地

元
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
技

術
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
品
加

工
の
最
新
技
術
を
目
の
当
た
り

に
し
、
地
域
の
食
文
化
を
支
え

る
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
抱
き

ま
し
た
。

夜
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ー
ル
園
に

て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
北
見
市

長
や
議
員
の
方
々
と
交
流
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
同
士
の
会
話
も
弾
み
、
北

見
市
の
魅
力
を
再
確
認
す
る
ひ

と
と
き
で
し
た
。
地
元
の
食
材

を
活
か
し
た
料
理
と
美
味
し
い

ビ
ー
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
、
北

見
へ
の
愛
着
が
さ
ら
に
深
ま
り

ま
し
た
。

翌
日
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
へ
と

足
を
運
び
ま
し
た
。
広
大
な
丘

一
面
に
咲
き
誇
る
芝
桜
の
美
し

さ
に
は
息
を
呑
む
ば
か
り
で
、

ま
る
で
花
の
絨
毯
の
上
を
歩
い

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

春
の
陽
気
と
と
も
に
、
心
が
癒

さ
れ
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
路
に
つ
く
際
に
は
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
旅
の
思
い
出

を
語
り
合
い
、
「
ま
た
来
年
も

参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。
北
見
市
の

歴
史
や
文
化
を
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
新
た

な
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
を
企
画
・
運
営

し
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
北
見
会

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
も
北
見
市
と
の

交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
強

く
感
じ
た
次
第
で
す
。

北
工
一
期
電
気
科
卒

高
橋

孝
男

筆
者
は
前
列
で
右
か
ら
三
番
目

北
見
工
業
高
電
子
機
械
科
二

年
の
松
田
亘
さ
ん
（
十
七
）
が
、

高
校
生

に
は
難
関

と
さ
れ

る

「
危
険
物
取
扱
者
甲
種
」
の
試

験
に
合
格
し
た
。
二
年
生
で
の

甲
種
合
格
は
同
校
初
の
快
挙
で
、

「
合
格
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

喜
ん
で
い
る
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
ガ

ソ
リ
ン
や
灯
油
、
可
燃
物
な
ど

の
危
険
物
を
扱
う
際
に
必
要
な

資
格
で
、
難
易
度
の
高
い
順
に

甲
、
乙
、
丙
の
三
種
が
あ
る
。

甲
種
は
化
学
や
物
理
の
深
い
知

識
が
求
め
ら
れ
、
合
格
す
る
と

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
引
火
性
液
体

か
ら
硝
酸
な
ど
の
酸
化
性
液
体

ま
で
の
す
べ
て
の
危
険
物
を
取

り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

試
験
を
実
施
し
て
い
る
消
防

試
験
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
に
よ

る
と
、
本
年
度
は
昨
年
十
一
月

末
ま
で
に
全
国
で
約
一
万
五
千

人
が
甲
種
試
験
を
受
験
し
、
合

格
率
は
35
・
2
％
。

同
校
で

受
験
者
の
募
集
広
告
を
見
て
、

危
険
物
取
扱
者
に
興
味
を
持
っ

た
松
田
さ
ん
。
「
高
校
生
活
で

頑
張
っ
た
こ
と
増
や
し
た
い
」

と
二
千
二
十
三
年
秋
か
ら
試
験

勉
強
を
始
め
、
学
校
の
休
み
時

間
や
放
課
後
に
参
考
書
を
読
み

込
む
な
ど
、
一
日
二
～
三
時
間

を
勉
強
に
当
て
た
。
二
十
四
年

五
月
に
か
け
て
、
乙
種
の
全
六

類
を
取
得
。
同
年
十
月
、
甲
種

に
挑
戦
し
て
見
事
一
発
合
格
し

た
。担

任
の
白
鳥
広
二
教
諭
（
四

十
二
）
は
「
二
年
生
で
の
甲
種

合
格
者
は
、
教
師
人
生
で
初
め

て
。
何
事
に
も
ひ
た
む
き
な
生

徒
な
の
で
、
将
来
が
楽
し
み
」

と
喜
ぶ
。
他
に
も
計
算
技
術
検

定
や
品
質
管
理
検
定
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
試
験
に
挑
ん
で
き
た

松
田
さ
ん
。
「
勉
強
を
通
し
て
、

自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
吸
収

で
き
る
の
が
楽
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
ん
な
資
格
を
取
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る

（
北
海
道
新
聞
電
子
版
よ
り
）

五
月
十
六
日
十
七
日
東
京
北

見
会
主
催
の
屯
田
兵
ツ
ア
ー
に

参
加
、
北
見
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
十
六
日
本
校
同
窓
会
飯
田

会
長
、
佐
藤
校
長
等
七
名
で
市

内
の
居
酒
屋
で
懇
談
。
佐
藤
校

長
の
本
校
生
徒
へ
の
熱
き
教
育

愛
に
感
動
。
同
窓
会
の
絆
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北

見
滞
在
四
日
間
の
う
ち
自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
丸
瀬
布
で
同
級

生
と
懇
談
。
そ
し
て
北

見
で
は
、
工
業
三
期
同
級
生
と

昼
と
夜
懇
談
。
懐
か
し
く
も
、

な
お
、
元
気
で
い
こ
う
、
と
決

意
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
感
じ
た

こ
と
。
そ
れ
は
、
北
見
と
の
ご

縁
に
よ
り
多
く
の
人
と
の
交
流

が
で
き
、
そ
の
な
か
で
自
分
が

故
郷
と
多
く
の
人
達
と
の
絆
が

で
き
、
と
て
も
幸
せ
者
で
あ
る

と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
北
見
市
の
話
題
、
困
難

な
問
題
も
ふ
る
さ
と
納
税
と
か

北
見
市
の
土
産
や
食
事
を
す
る

と
か
、
お
互
い
助
け
合
い
寄
り

添
う
。
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
十
年
前
の
関
東
支
部
設
立
祝

賀
の
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
学

校
と
共
に
進
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
京
も
い
わ
会
会
長

今
井
正
司

（
北
工
三
期
電
気
科
卒
）

筆
者
は
前
列
で
右
か
ら
三
番
目
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東
京
も
い
わ
会

「
学
校
の
近
況
に

つ
い
て
」

東
京
も
い
わ
会
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

母
校
・
後
輩
の
た
め
に
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
四
月

に
校
長
と
し
て
着
任
し
、
令
和

七
年
度
は
二
年
目
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
学
校
の
近
況
に
つ

い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ

の
三
月
に
、
三
年
生
八
○
名
全

員
が
進
路
を
決
め
て
卒
業
し
ま

し
た
。
就
職
者
は
四
三
名
で
、

こ
の
う
ち
民
間
企
業
就
職
者
が

三
八
名
、
公
務
員
は
五
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
進
学
者
三
七

名
の
う
ち
、
大
学
進
学
者
が
一

五
名
、
そ
の
他
専
門
学
校
等
が

二
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
就
職
求
人
に
関
し

ま
し
て
は
、
管
内
、
道
内
、
道

外
の
総
計
一
二
〇
〇
社
以
上
か

ら
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

同
窓
生
の
皆
様
方
が
築
い
て
く

だ
さ
っ
た
実
績
や
企
業
と
の
良

好
な
関
係
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

す
の
で
、
今
後
も
こ
の
流
れ
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
生
徒
へ
の
指

導
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
一

方
で
本
校
の
就
職
者
数
は
、
先

に
述
べ
た
通
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
企
業
が
人

員
不
足
を
最
大
の
課
題
と
捉
え

る
状
況
下
に
お
い
て
、
本
来
、

技
術
を
身
に
付
け
た
生
徒
を
送

り
出
す
側
の
学
校
が
、
そ
の
要

望
に
応
じ
き
れ
て
い
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。
進
学
に
つ
い
て

は
、
特
に
地
元
の
北
見
工
業
大

学
に
五
名
の
生
徒
が
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
、

北
見
工
業
大
学
に
は
、
継
続
的

に
複
数
名
の
合
格
者
を
出
し
て

い
ま
す
。
進
学
者
数
も
近
年
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
徒
の
進

路
も
多
様
化
が
進
行
す
る
中
、

学
校
に
は
、
よ
り
一
層
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

四
月
八
日
に
は
新
入
生
六
○

名
（
電
子
機
械
科
二
二
名
、
電

気
科
一
六
名
、
建
設
科
二
二
名
）

を
迎
え
、
入
学
式
を
挙
行
し
、

全
校
生
徒
二
二
一
名
で
令
和
七

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ

ろ
で
す
。
近
年
は
特
に
、
生
徒

が
身
に
付
け
た
技
術
を
活
用
し

た
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
社

会
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
教

育
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
部

活
動
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
で
は
高

い
加
入
率
を
維
持
し
て
お
り
、

積
極
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
昨
年
度
は
陸
上
競
技
で
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲

大
会
で
全
国
大
会
に
出
場
す
る

等
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
が
顕

著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
の
頑
張
り
に
、
注
目
し
、
応

援
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

さ
て
、
昨
年
十
月
十
九
日
に
、

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
を
無

事
執
り
行
い
、
併
せ
て
記
念
講

演
の
実
施
と
記
念
誌
を
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
記
念

事
業
に
際
し
て
、
東
京
も
い
わ

会
の
皆
様
か
ら
も
多
大
な
御
支

援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た

な
一
歩
と
な
る
今
年
は
、
「
北

工
六
十
年
の
歴
史
か
ら
未
来
を

創
造
す
る
」
を
学
校
経
営
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
す
中
で
す
が
、
全
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
一

人
に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育

む
た
め
、
家
庭
や
地
域
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
北
工
ら
し
い

教
育
の
魅
力
化
を
推
進
し
、
北

工
を
未
来
に
繋
い
で
い
く
決
意

で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校

の
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
て
随
時
情
報
発
信
を

し
て
お
り
、
気
軽
に
本
校
の
近

況
を
御
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。
東

京
も
い
わ
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
校
の

教
育
活
動
へ
の
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
御
健
勝
と
東
京
も
い

わ
会
の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念

し
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

北
海
道

北
見
工
業
高
等
学
校
長

佐
藤

靖
尚
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お
知
ら
せ

第
九
回
総
会･

懇
親
会
開
催
予
定

次
回
開
催
予
定
は
、

来
年
（
二
〇
二
六
年

七
月
頃
）
を
予
定
し
て

お
り
ま
す

そ
の
際
は
改
め
て

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
も
い
わ
会事

務
局

第
十
七
回
令
和
屯
田
兵
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

新
た
な
気
持
ち
で
！

難
関
危
険
物
取
扱
者
甲
種
に
合
格



母
校
の
北
見
工
業
高
等
学
校
の

ご
理
解
の
も
と
九
回
目
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
紹
介
実
習
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
（
令
和
七
年

年
一
月
二
十
日
（
月
）
～
一
月

二
十
二
日
（
水
）
の
三
日
間
）

小
生
が
定
年
以
降
も
嘱
託
社

員
で
六
十
五
歳
ま
で
勤
め
て
い

ま
し
た
レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
株
式

会
社
の
主
催
で
四
名
の
講
師
を

動
員
と
リ
モ
ー
ト
講
師
四
名
を

動
員
し
実
施
致
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
講
師
が
念
入
り

に
担
当
講
座
の
リ
ハ
ー
サ
ル
、

二
日
目
は
二
年
生
に
ボ
ー
ル
ベ

ア
リ
ン
グ
（
軸
受
）
を
電
磁
専

用
機
器
で
加
熱
膨
張
さ
せ
て
シ
ャ

フ
ト
（
軸
）
に
嵌
め
る
実
習
と

何
℃
ま
で
上
げ
れ
ば
い
い
か
金

属
の
熱
膨
張
率
で
の
計
算
を
実

施
、
さ
ら
に
千
葉
事
業
所
と
、

リ
モ
ー
ト
で
入
社
二
～
三
年
目

の
社
員
と
意
見
交
換
と
会
社
紹

介
、
三
日
目
は
一
年
生
に
ポ
ン

プ
の
分
解
整
備
法
と
最
新
の
レ
ー

ザ
ー
軸
芯
出
機
器
を
使
用
し
た

モ
ー
タ
ー
と
の
軸
芯
出
法
を
体

験
そ
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関
連

資
格
、
会
社
業
務
等
を
紹
介
で

き
ま
し
た
、
ポ
ン
プ
の
整
備
で

は
、
今
回
新
た
に
打
ち
込
み
専

用
工
具
使
用
し
て
の
ハ
ン
マ
ー

で
ベ
ア
リ
ン
グ
を
打
ち
込
み
で

嵌
め
込
む
作
業
を
追
加
し
よ
り

多
く
の
作
業
の
経
験
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

小
生
が
リ
タ
イ
ア
す
る
前
に

後
輩
に
メ
ン
テ
ン
ス
の
重
要
性

と
楽
し
さ
を
一
緒
に
体
験
し
た

い
と
始
め
た
こ
の
講
座
、
効
果

も
あ
っ
て
か
令
和
七
年
度
や
っ

と
レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社

に
電
子
機
械
科
か
ら
一
名
入
社

し
現
在
新
入
社
員
教
育
中
、
こ

の
会
報
が
で
る
頃
に
は
、
小
生

は
子
会
社
に
在
籍
し
て
い
ま
す

が
一
緒
に
仕
事
が
で
き
れ
ば
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

紹
介
実
習
講
座
は
、
次
回
令
和

八
年
一
月
十
九
日
（
月
）
～
二

十
一
日
（
水
）
開
催
が
決
定
し

て
お
り
、
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
北
工
七
期
機
械
卒
武
田
清
治
）

東
京
発
明
学
校

発
明
発
表

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

ト
ッ
プ
賞

大
会

年
間
グ
ラ
ン
プ
リ
”

を
受
賞
し
ま
し
た
。

”
本
の
落
下
防
止
”
装
置
の
開

発
で
す
。

（
北
工
七
期
機
械
卒
丹
治
順
一
）

東
京
も
い
わ
会
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
発
展
と
同
窓
会
の
活
動
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
十
月
十
九
日
に
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
及
び
記
念
講
演
を
盛
会
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
関
東
支
部
東
京
も
い
わ
会
様
か
ら
も

特
段
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
は
次
の
七
十
周
年
を
見
据
え
て
、
よ
り
一
層

の
向
上
発
展
を
め
ざ
し
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
得

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
な

お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
度
の
同
窓
会
役
員
総
会
も
四

月
十
八
日(

金)

に
無
事
に
終
わ
り
ま
し
て
、
今
年

度
の
行
事
予
定
も
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
第
二
十
五
回
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

北
工
ち
ょ
っ
と
の
ん
で
語
る
か
い
！

日
時
：
八
月
九
日(

土)

十
八
時
よ
り

会
場
：
パ
ラ
ボ
五
階
催
事
場

◎
第
二
七
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日
時
：
八
月
三
十
日(

土)

十
二
時
二
分

会
場
：
ノ
ー
ザ
ン
ア
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト

◎
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

日
時
：
十
月
頃
を
予
定

会
場
：
東
宝
ボ
ー
ル
＋
味
覚
園

こ
の
三
行
事
が
北
見
で
の
メ
イ
ン
行
事
に
な
り
ま

す
。

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
は
多
く
の
同
窓
生
と
一
般
市
民

が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
沢
山
の
景
品
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
ま
や
同
窓
会
の
大
き
な
収
入
源
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
開
校
時

の
体
育
教
員
の
藤
澤
徳
磨
先
生(

八
四
歳)

が
参
加

し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

東
京
も
い
わ
会
の
皆
様
方
も
、
北
見
に
帰
郷
の

際
に
日
程
が
合
い
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
各
行
事

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
各
行
事
予
定
の
周

知
と
結
果
報
告
を
写
真
も
交
え
て
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
東
京
も
い
わ
会
か
ら

の
提
供
資
料
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
北
見
市
は
令
和
七
年
度

か
ら
年
間
最
大
三
十
億
円
の
予
算
を
縮
減
す
る
財

政
健
全
化
計
画
案
を
示
し
ま
し
た
が
、
財
源
不
足

が
続
く
見
通
し
で
す
。

北
見
市
と
し
て
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
額

を
五
十
億
円
と
試
算
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
る
状

況
で
す
。
東
京
も
い
わ
会
皆
様
方
の
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
左
記Q

R

コ
ー
ド
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税

に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
東
京
も
い
わ
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
六
月
吉
日

北
海
道
北
見
工
業
高
等
学
校

同
窓
会
幹
事
長

永
澤

儀
倫

（
北
工
九
期

機
械
科
卒
）

㈱
ミ
ク
ロ
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

社
長

田
中
聰

北
工
七
期
機
械
卒

久
し
ぶ
り
に
会
報
に
原
稿
を

書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。I

T

企

業
と
し
て
東
京
・
渋
谷
で
起
業

し
て
か
ら
、
今
年
で
四
十
三
期

目
を
迎
え
ま
す
。
高
校
・
大
学

で
は
機
械
工
学
を
専
攻
し
、
8b

i
t

マ
イ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
開
発
の
道
へ
進
み

ま
し
た
。

現
在
、
弊
社
の
規
模

は
百
二
十
名
と
な
り
、

今
期
の
売
り
上
げ
は
二

十
億
円
に
迫
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、

弊
社
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス

を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
一
月
に
米
国
ラ

ス
ベ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ

た

C
E
S

2025
（C

o
n
s
u
m
e
r

E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
s

S
h
o
w

）

の
「J

AP
A
N
T
E
CH

」
ブ
ー

ス
に
初
出
展
し
ま
し
た
。

C
E
S

は
世
界
中
の
企
業
が

革
新
的
な
技
術
や
製
品

を
発
表
す
る
場
で
す
。

弊
社
は
こ
の
会
場
で
開
発
し
た

「D
T
a
g
e

（
デ
ィ
テ
ー
ジ
）
」
を

紹
介
し
ま
し
た
。

D
T
a
ge

は
、A

I

を
活
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
自
然
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
各
種
セ
ン

サ
ー
を
通
じ
て
デ
ー
タ
を
取
得

す
る
技
術
で
す
。
取
得
し
た
デ
ー

タ
はA

I

で
分
析
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
用
い
て
安

全
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
つ
つ
、
デ
ー

タ
の
価
値
を
最
大
限
に
活
用
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、A

I

ロ
ボ
ッ

ト
同
士
が
健
康
を
テ
ー
マ
に
自

由
に
会
話
す
る
様
子
を
展
示
し
、

五
百
名
を
超
え
る
来
場
者
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
出
展

と
し
て
、
大
変
嬉
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
（
筆
者
は
写
真

に
向
か
っ
て
左
か
ら
2
番
目
）

ま
た
、
今
年
四
月
に
は
東
京

お
台
場
の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ンE
X
P
O

」
に
も
出
展
し
、D

T
a
g
e

の
他
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
を
活
用
し
た
電
子
契
約
シ
ス

テ
ム
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

技
術
に
よ
り
、
契
約
書
の
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
化
（
改
ざ
ん
防
止
）

が
可
能
に
な
り
、
収
入
印
紙
が

不
要
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
供

で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
は
弊
社
「B

C

・

A
I

研
究
所
」
の
研
究
成
果
の
一

例
で
す
。
弊
社
は
「
個
性
的
で

わ
く
わ
く
す
る
会
社
を
目
指
す
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、

川
崎
本
社
・
北
海
道
支
社
・
大

阪
支
社
の
各
事
業
所
で
も
社
会

イ
ン
フ
ラ
を
中
心
にA

I

技
術
を

駆
使
し
た
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
ユ

ニ
ー
ク
な
仕
事
の
お
話
し
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

M
I
C
R
O
S

S
O
F
T
W
A
R
E

,

I
N
C

.

h
t
t
p
s

://w
w
w

.m
i
c
r
o
s

.c
o

.j

p

北
見
工
業
高
等
学
校

も
の
づ
く
り
研
究
部

電
子
機
械
科
二
年
野
原

爽
馬

北
海
道
大
会
で
準
優
勝
と
な
り
、

全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。
ラ
ジ
コ
ン
型
で
は
、
今
回
で

五
回
目
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
で
す

が
、
私
と
し
て
は
初
め
て
の
全
国
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
車
体

の
改
良
点
が
あ
り
、
全
国
大
会
に
向

け
て
の
調
整
を
行
い
、
練
習
で
は
、

繰
り
返
し
操
作
の
方
法
と
作
戦
の
場

合
分
け
を
練
習
し
ま
し
た
。
操
作
員

と
し
て
一
人
で
大
会
出
場
を
す
る
だ

け
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
作

戦
を
使
い
分
け
る
事
も
さ
ら
に
緊
張

の
連
続
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
一
回
戦
負
け
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
の
先
輩
方
の
課
題
を

解
消
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
が

あ
り
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
ド
の
課
題
も

浮
き
彫
り
に
な
り
、
改
良
点
が
ま
た

見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
来
年
に
向
け

て
更
に
改
良
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

全
国
大
会
で
一
勝
す
る
こ
と
が
ど
れ

だ
け
大
変
な
こ
と
か
を
身
に
し
み
て

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
ス
ピ
ー
ド
は
速
く
」
「
正
確
な
動

き
」
を
す
る
事
に
重
点
を
置
き
ま
し

た
が
、
本
番
の
土
俵
で
は
練
習
し
て

い
た
土
俵
よ
り
も
グ
リ
ッ
プ
が
よ
く
、

動
き
が
練
習
と
は
違
っ
て
い
た
こ
と

が
解
り
、
作
戦
を
駆
使
し
て
相
手
を

追
い
込
む
戦
略
で
勝
つ
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
が
、
思
っ
た
動
き
に
は

な
ら
ず
に
一
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
、
他
の
車
体
を

沢
山
見
学
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
で
、
自
分
の
ラ
ジ
コ
ン
型
ロ
ボ
ッ

ト
に
対
す
る
見
方
や
ア
イ
デ
ア
が
よ

り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
上
位
入
賞

校
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ

り
な
が
ら
正
確
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
技
術
や
戦
略

だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
問

わ
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
新

た
な
技
術
や
改
良
を
取
り
入
れ
、
次

の
大
会
に
向
け
て
更
な
る
挑
戦
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
科
二
年

石
田

柊
磨

北
海
道
大
会
で
は
自
立
型
で
三
位

に
入
り
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
大
会

に
向
け
て
ブ
レ
ー
ド
の
取
り
付
け
方

法
の
改
善
や
ス
タ
ー
ト
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
位
置
の
変
更
な
ど
を
し
て
車
体
の

整
備
を
し
、
ブ
レ
ー
ド
の
研
ぎ
方
や

取
り
付
け
方
も
工
夫
し
、
相
手
に
車

体
の
下
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
戦
を
考
慮
し
て
戦
う
戦
法

を
考
え
ま
し
た
。
大
会
会
場
の
緊
張

の
中
、
一
回
戦
は
、
作
戦
通
り
に
勝

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
ブ
レ
ー

ド
の
勝
負
に
は
な
ら
ず
、
準
備
し
て

き
た
工
夫
が
結
果
と
し
て
表
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
続
く

二
回
戦
で
は
、
ブ
レ
ー
ド
が
負
け
ず

に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
少
し

報
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、
手
応
え

が
あ
っ
た
戦
い
方
で
勝
利
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
三
回
戦
で
は
優
勝

候
補
と
の
対
戦
と
な
り
、
胸
を
借
り

る
つ
も
り
で
戦
い
ま
し
た
。
ま
だ
戦

い
方
に
余
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
試
合

中
に
車
体
が
大
き
く
飛
ん
で
し
ま
い
、

中
の
基
盤
が
破
損
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
今
回
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
初
め
て
の
ベ
ス
ト
八
進

出
と
な
り
、
大
き
く
自
信
に
繋
が
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
非
常
に
充
実
感
と
学

び
が
あ
る
も
の
で
し
た
。
基
本
動
作

を
繰
り
返
し
て
練
習
し
、
全
国
大
会

の
大
舞
台
で
自
分
た
ち
の
手
作
り
の

ロ
ボ
ッ
ト
が
思
っ
た
よ
り
も
ス
ム
ー

ズ
に
動
く
様
子
を
見
て
、
先
輩
方
の

技
術
や
設
計
が
実
際
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
得

た
も
の
は
、
自
立
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
製

作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
過
程

で
得
ら
れ
た
技
術
は
貴
重
で
、
こ
れ

か
ら
も
技
術
の
向
上
や
新
た
な
挑
戦

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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母
校
同
窓
会
と
北
見
市
の
近
況

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
紹
介
実
習
講
座
継
続

母校出張での講義実習

米国CES2025（Consumer Electronics Show）報告

高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
大
会

２
０
２
４
を
終
え
て



東京もいわ会 作業風景とご苦労さん会 

 

 



 

 

 

 


